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西亀有小学校では、近隣の葛飾ろう学校を訪問して手

話を習ったり、総合学習で点字を学習したりするなど、

障害のある方に対する理解を深める授業への取り組みを

進めています。

11月11日には、オリンピック・パラリンピック教育の

一貫として、ロンドン2012パラリンピック陸上短距離に
はる た じゅん

出場した春田純選手を招き、自分とは違う他者への理

解を深める「ユニバーサル・ラン（スポーツ義足体験授

業）」が行われました。授業では、児童たちは実際に義

足を着用して歩く感触を確かめました。最初は「歩くの

が難しい」との声が上がっていましたが、慣れてくると

ジャンプしている児童もいました。

授業の最後に春田選手から「この体験を通じて義足や

障害者スポーツを知ってもらいたい。そして、目標を持

って、それに向かって努力してほしい」というメッセー

ジが児童たちに届けられました。

11月1日の開校記念日に、近隣の葛飾盲学校および

葛飾ろう学校と合同で音楽交流会が開かれ、3校の生

徒が歌や楽器演奏などで交流しました。3校は、以前

から部活動や地域の祭りなどを通じての交流があり、

合同での音楽交流会も今年で2回目になります。

音楽交流会では、青葉中学校生徒による手話での歓

迎のダンスや学年別合唱、葛飾ろう学校生徒による太

鼓演奏、葛飾盲学校生徒による合唱が披露されました。

最後に3校の生徒が合同で歌い、会場に美しいハーモ

ニーを響かせました。

オリンピック・パラリンピック教育の一貫として、

日本の良さを外国の方に発信できるよう日本の伝統文

化を学んでいます。日本の昔遊びを体験したり、俳句

や「かつしか郷土かるた」を学んだりするなど、学年ご

とにさまざまな取り組みを行っています。

11月11日には、4年生を対象に地元のアマチュア落

語家の方を招いた授業が行われ、生で見る落語を前に、

会場は笑いに包まれました。また、落語のしぐさを実

際に体験するなど、落語の楽しさに触れました。

広告 内容については広告主にお問い合わせください。

成長期にある中学生は、大人と比べてけがをしやす

く、運動の際などには注意が必要です。大道中学校で

は、6年ほど前から近隣の整形外科に勤める理学療法

士や柔道整復師の方を講師に招き、ストレッチングの

やり方や体幹トレーニングなどを学んでいます。

実際に講師と一緒にトレーニングをした際は、生徒

たちは慣れない動きに悪戦苦闘しながらも、真剣に取

り組んでいました。

トレーニングを受けた生徒からは「ストレッチング

は正しいやり方でないと効果がないことが分かった」

という声が聞かれました。

スポーツ義足体験授業

日本の伝統文化を学ぶ

はじめて高座に
のぼってみたよ

相手を知ることが
理解の一歩

大道中学校
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学校でのさまざまな体験を通じて、「かつしかっ

子」は日々たくましく成長しています！

【担当課】 指導室 !5654‐8471
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合同音楽交流会

じぶんの体は
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